
平成２１年度事業計画（案） 

 
Ⅰ．国立歴史民俗博物館の事業への支援 
 

１． 調査研究活動等の援助 
（１）委任経理金の支出 
 

２． 広報普及活動の支援 
（１）ボランティア活動の支援（友の会会員のボランティア活動への参加等） 
（２）歴博映画の会開催への協力（年３回実施） 
 
 
 

Ⅱ．歴史民俗関係の図書等の出版 
 

１． 歴博総合展示案内の発行・頒布 
 
２． 歴博企画展図録の発行・頒布 
 （１）「日本の建築は特異なのか－東アジアの宮殿・寺院・住宅－」 
    （会期：６月３０日（火）～８月３０日（日）） 
 （２）「縄文はいつから！？－１万 5 千年前はなにがおこったのか－」 
    （会期：１０月１４日（火）～１月２４日（日）） 
（３）ミニ企画展示「百鬼夜行の世界」 

（会期：７月１８日（土）～８月３０日（日）） 
   （４）「冬の華・サザンカ」※増刷 
   （５）「縄文文化の扉を開く」※増刷 
  

３． 歴史系総合誌「歴博」の発行・頒布 
・ 年６回（隔月）発行 各１，０００部 
 

４． 国立歴史民俗博物館研究報告の発行・頒布 
・ １４６集～１５９集 各２００部 
 

５． 国立歴史民俗博物館資料図録・目録等の発行・頒布 
   （１）見世物コレクション  １００部 
   （２）死絵コレクション   １００部 



 
  ６． 歴博ブックレットの頒布 
 
  ７． 絵葉書等の頒布 
 
 
 
Ⅲ．ミュージアムショップの事業 
 

１． 商品の仕入れ・販売 
 
２． 教材等の開発・頒布 

 
３． 全国の博物館図録の相互販売（３月１日現在：１３８館 ９１１種類） 

 
 
Ⅳ．友の会事業の実施 
 
  １． 「友の会ニュース」の編集・発行・配布（年 6 回・隔月） 
    （維持会員・普通会員には、歴史系総合誌「歴博」を同封発送） 
 

２． 友の会講座 
（１）古文書講座・近世（入門） 月２回 計２０回 講師：歴博教員 
（２）民俗学講座 月１回 計３回 講師：歴博教員 
（３）考古学講座 月 1 回 計３回 講師：歴博教員 
 

３． 講演会 
（１）館長特別講演会 年１回 
（２）歴博教員講演会 年３回 
 

４． 見学会（会員による会員のための見学会） 年８回 
 
５． 歴史の旅 年１回 ２泊３日 講師：歴博教員 
 
６． 歴博映画の会 年３回（６月６日・９月５日・３月６日） 

※ 国立歴史民俗博物館主催・友の会協力事業 
 



７． 自主学習会 
   （１）中級古文書学習会       年１２回 
   （２）近現代史読書会        年１２回 
   （３）近世史読書会         年１２回 
   （４）古代の東国探訪学習会     年１２回  
   （５）旅と街道学習会        年１２回 
   （６）日本の民俗を訪ねる学習会   年１２回 
   


